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Abstract: 猫画像の品種識別においては，特定の品種について十分な画像数を確保できないことが多い．そこで本
研究では，画像自動生成アルゴリズムである DCGAN を用いてデータオーギュメンテーションを行った．さらに，生成
された画像の質が品種識別性能に及ぼす影響について調査した．実験の結果，従来手法の識別率が 80.0%，提案
手法の識別率が最大で 81.8%と性能の向上が確認できた．また，生成された画像のうち質の良い画像のみを用いた
場合と，質の悪い画像のみを用いた場合の識別率を比較したところ，ほとんど差は見られなかった．よって，猫の品
種識別において，DCGANによる生成画像の質は識別性能に影響を及ばさないことが確認できた． 
 

1 はじめに 

 スマートフォンの普及によりブログや SNS が身近に

なり，そこから多くの写真がインターネット上に流れ

るようになった．そのようなデータを解析し，様々な

サービスに活用するための研究が進められている． 

近年，ディープラーニングが様々な分野で活躍して

いる．特に画像認識分野では，畳み込みニューラルネッ

トワーク(CNN)を用いた手法が高い性能を発揮してい

る[1]．CNN はネットワークの構造やパラメータ，学習

画像枚数等がその性能に影響を与える．また， Deep 

Convolutional Generative Adversarial Networks (DCGAN) 

[2]と呼ばれる手法が画像の自動生成分野で注目を集め

ている．この手法は CNN で実装された生成機と判別機

を共進化させることで，高性能の生成機を得ている． 

本研究では，DCGAN を用いて少数の訓練画像を基

に猫の類似画像を作成し，訓練データセットに加える

データオーギュメンテーションを提案し，それにより

CNN の識別率が向上することを示す．さらに DCGAN

によって生成された画像の質が提案手法に及ぼす影響

について調査を行う． 

2 DCGAN 

画像の生成機と判別機を共進化させることで，性能

の良い生成機を得るシステムを Generative Adversarial 

Networks (GAN)という[3]．生成機は，一様分布などから

サンプルされた乱数を入力として受け取り、これを種

として画像を生成する．判別機は，入力画像が学習デー

タセット由来か生成機由来かを判別する．GAN は学習

を進めることで，本物と見分けがつかない精度の画像

を生成することを目的としている． 

この GAN を特別な CNN で実装したものを Deep 

Convolutional Generative Adversarial Networks (DCGAN)

という[2]．DCGAN は GAN よりも精密な画像を生成す

ることが出来る． 

3 提案手法 

 本研究では，DCGAN を用いた CNN の訓練データセ

ットのデータオーギュメンテーションを提案する．提

案手法の流れは以下のとおりである． 

1. DCGAN で学習を行い，類似画像の生成を行う． 

2. 生成した類似画像を元のデータセットに加える． 

3. 2のデータセットに，通常のデータオーギュメン

テーション(画像の反転，輝度変化)を施す． 

4. 作成したデータセットで CNN の学習を行う． 

DCGAN の生成画像は判別機の CNN が本物かどうか

の区別がつかない画像である．そのため，基の画像に

類似した CNN 特徴量を持ち，類似画像として機能す

ると推測される．CNN は訓練に使う画像枚数が多いほ

ど高い性能を発揮する．よって，訓練画像枚数が十分

でないデータセットにおいて，画像枚数を増やすのに

有用なデータオーギュメンテーションとなると考えら

れる． 
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4 評価実験 

 提案手法について，評価実験を行った．データセッ

トとして”The Oxford-IIIT-Pet dataset” [4]内の猫画像か

ら，顔領域を切り出したものを使用した． 

 提案手法を，1クラスあたりに追加する画像枚数を

変えながら行った際の結果を表 1に示す．実験結果よ

り，提案手法は従来手法よりも高い性能を示し，最大

で 1.8%の性能向上が確認できた．よって，提案手法の

有効性が示されたといえる． 

 また，生成された画像の例を図 1 に示す．生成され

た画像には，比較的猫の形を保った主観品質の良い画

像と，形が崩れて猫の形を保っていなかったり，ただ

の毛並みのテクスチャのようなものになったりしてい

る主観品質の悪い画像が見られた．これは学習枚数が

少なかったことが原因だと考えられる．この主観品質

の違いが品種識別の性能に及ぼす影響について調べる

ために，品質の良い画像 100 枚だけを追加した実験

と，悪い画像 100 枚だけを追加した実験を行った．そ

の結果を表 2 に示す．実験の結果，どちらの場合も約

81%の正解率を示した．よって本手法において，

DCGAN の生成画像の品質は，品種識別の性能に影響

しないと考えられる． 

5 おわりに 

 本稿では，DCGAN を用いて少数の訓練画像を基に

猫の類似画像を生成し，訓練データセットに加えるデ

ータオーギュメンテーションを提案し，それにより

CNN の品種識別性能が向上することを示した．また，

DCGAN の生成画像の品質は，品種識別の性能に影響

しないことを確認した．今後は猫以外を適用対象にし

た実験を行い，本手法の応用範囲を調べたい． 
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表 1: 実験結果(追加枚数) 

追加枚数(枚) 正解率(%) 

+0(従来手法) 80.0 

+100 80.6 

+200 80.8 

+300 81.4 

+400 81.8 

+500 81.6 

+600 81.4 

 

表 2: 実験結果(生成画像の質) 

生成画像の質 正解率(%) 

良い 81.0 

悪い 80.9 

 

 

(a)     (b) 

図 1: DCGAN の生成例 

(a:主観品質の良い例，b:主観品質の悪い例) 
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